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鹿児島宇宙空間観測所の起工式と

鹿児島県・内之浦町両協力会の成立

下村潤二朗

1、起コニ武について

　東京大学鹿児畠宇宙三，1ヒ同観測所（略称KSC｝は，わが

国の二つ目の観測ロケ7卜飛し一tう場として，1962年

2月2日，鹿児島県肝付郡内之沼｝町南方字長坪の同観測

所において約200名の来賓参列のもとにその起工式が

行なわれた．この起工式はKSCの最初の探訪調査が，

1960年10月に行なわれているから，同所の発見後16

カ月目に当たる．1〈SCの最初の工担ま，鹿児島県の甚

大な好意に基づく，230mの幹線道路切り1弼きと，第2

団地のブルドーザによる整地であって，1961年10月に

着工し，同年中にこれは完了している，式場はこの第2

団地の上で行なわれた．

　起工ヨ文｛ま，　1装京プく学総長：裾f崔のもとに13i｝をカ・ら16

時までの問につぎのように行なわれた．
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　　　紐曼記念植桐
　　　試駐ロケ7ト切試射

　　　視　　　　　　　婁

　神事に関する儀式は内之浦町の為屋神社神官によって

たされ，くわ入れの儀は，束大総長ほか数氏，また玉

ぐし奉てんは，つぎのような多数関係者によってなされ

た．

　　　　玉ぐし奉てん薪’
（束京方面）

茅3江京ソく学総長：

吉里文部大臣代理

福井日本学術血議会長代理

藤高東京大学生産技術研究所髭

高木東京大学教授

糸川東京大学数授

鶴田東京大学事務局」是

柘植東京大学施設部斑

岩田東京大学経理都斑

小牧小牧組取締役社1ミ

下小野田国基虹凌代摺i窯締優

（鹿児恥県関係）

寺園鹿児島県知，」下

大坪鹿児晶り1モ、、畏会議∫モ

福田睦児llゐ大学1乏

二酷堂衆議院議正ユ

久木元内之浦町長

上鉢房内之浦i町茂会亘差長

平瀬鹿児島県市1、三会会昆

北田鹿児翻県町村会会長代理
永田鹿児晶県市識虫、、～モ疑会会長代理

黒木匪児島り1↓町1・ケ議会戯長t会会長代理

購野擁児島経済同友会ft’モ幹事

　以下，総長のあいさつに始まり，生研所長と東大施設

部長による報告と来賓の祝舌勤二述べられ，閉式後，菊：

総長のll己念植樹と，小型試験ロケソトの初試射が行なわ

れた．記念植樹されたのば，南囮を象徴する植物フニニ

ックスで，また初試射されたロケットは，直径et　s　mm

の小型ロケットで発進ボタンは総長が押された．引き綜

きモの場所で祝宴がflliされ，その間茅総長の発らつたる

司会に呼応するごとく列腐者来賓多数から説福と所感を

織りまぜたテーブル・スビーチがあった．

　KSCは日本のフロリダだという．南∫」情緒に冨み・

景色がよいことからそういうのである．しかし大隅半島

を深く入ると日本のさいはてという感じがする．町面積

の7096余りが国有林野で，人口1万強，景行天皇以来

いんしんをきわめた。とのない偲漣の地に漸し・繕

研究施設を一脳するようになった・と1＃　’・妙ト難

という特殊性がそうきせたのであって不思議ではない必

然性が考えられる．

槻測所の設営や。ケ。漢験、こ帳尺物樋量物S：S

搬される．他面観測所設置が大隅の観光開発に間接tht：

箭する。とカ・考えらitる．モう・・億味もあ・C鹿

児腿は，Kscの一細、木工事に併行して融内

之浦間2・km斜の腿の改慨いくつかの橋の剣
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l・礁騨三1ヒi1：，レーグ七ンクーおよび1揖つの光・：？：観測点等が
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　　　　　　　　　　　　2．　協力会について

　　嬉．1二式りあと，内乏二浦町字了；fワ；・三1瑚難i則協力会発会式がr

内之浦町庁舎内の議’」i堂で，また翌2fi　3日，鹿児烏市

内の野村訂i券ビ’レ内会場で兜児島；liT：宇宙空問観｝則協力．三r

．勤調式がそれぞれ行オcわれ．た．

　　内之浦町協：々会：：ちヌ、木元ylr長と上林㌧し泄f議会議長が

設電発竺人となって呼びか1ナられ，尭会式1自．別項のよ

うな会11「1を、｝羨決L，会長に久よ元田r長，副会長に上林峻
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　　　　起工式における東京大学総長のあいさつ

　木Hここに関係者各位の御来臨を仰ぎ，東京大学鹿児島宇宙

za・r，O観測所の起工式を挙行することとな臆したことは・私の

最も喜びとするところであります．

　宇宙科学という雷葉は、極めて近年に生まれた官葉でありま

す，しかし宇宙の広大さ，神穂さ，そして太古から永遠の未来

にわたって存在すべき偉大なる対娘は，全く近年に至って科学

の対難として直接これを槻副するようになりました．

　わが国におけるロケットの飛しょうは，昭和30年8月6日，

秋田県道川でペンシル・訪・トをエ｝1て行なわれたのが始まり

であります．線・て昭和32年から33年にかけて世界各国が

共同で実施した第3囲国際地球観測年｝こわが国も参加し・・ケ

ットによる上粗襯測を行なったことが大きな踏み台となり・ロ

ヶットの技術は一段と進歩いたしました．ことにこれまで手

’の屈かなかった上濁の資料を直接謹閥することができて・天文

学・気魚学・地球物理学等に寄与し”“ifiは大きなものがありま

す．国際地球観測年の成果を契機として、告岡はロケ・yト姻測

を継続して行なう趨勢となり，国隙学術連合の中に宇宙空間研

究委員会，通称COSPARなる婁員会が設けられ・わが国もそ

の常任瑚姻となって舶鴎的洲系のもとに・ケ・噸測
を紐けております．

　わが国のロケット開発は，これまで本学生産技術研究所が中

心となって行なわれ，極めて小さなペンシル・ロケットから逐

次発展し加パ6型．B型，9型職定した”・tr・’yトを観測

に実用化することができ、到達商度も，60km程度から350km

に重る各層にわたり．観測揮目に応じたロケットを飛しょうせ

しめるようになりました一　これは，わが国が他国に比べて，研

究期間の浅いことと，比較的少ない研究賞で行tt　7た叢績とし

ては，一般に認あられているところであります．また国産ロケ

ット及び付属装置が外国より需要されることになったこともこ

れを証明する一つであるといえます．

　わが国は四面海に囲まれているとはいえ，大型ロケットの発

射堤としてふさわしい条件を備えた場所はr航空路・海路・漁

船操業等との折り合いから，なかなか律られませんでした．日本

海に面した秋田ロケット実験場ではできない飛しょう実喉を補

なう場所ということで，SE研究班の担当者によoて，北海道

から本州・九州に至る太平洋岸の各地が調査され，昨年4月，

鹿児島票庁・内之浦町のこ同奮ご協力を得七　この地が決定さ

れました．大隅半島は、歴史的に古い事雛や伝説を焼しており

ますが，この地に測量機を入れ，発射点・テレメータ点・レー

　グ点等ここに新鋭の」科学的施設が設けbれるに至れば、ユニー

　クな世界的なロケ7ト・ステイシnンとなるのではないかと，

　秘かに自負している次第であります、

　　本日，観測承建設のための起工式を當行することができ，ご

　列席の皆醸と共に，観測所の前途を視うことができますことは，

　私の大へん欣決とするところであります．既に起工の鰍は入れ

　られたのであります．迎劃所建設が契機となって，大1禺半島が

　時代の胸光を浴び，鮭全なる澱発を遂げられるよう希壁するも

　のであります．

　　終わりに，本擢麗所設澱につきまして御指導を頂きました文

　部省および各猫運絡協蟻会並びに，これを受け入れて下さいまL

　た鹿児島藁および内之浦町その他地元兜係の方々ならびに諸官

　庁の方々の御後援に対して，衷心よりお礼を申し上げる次第で

　あbます．
　　　昭和37年2月2日　吏京大学紐長　茅　　　誠　　司
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　　　　　起工式における内之浦町長の祝辞

　吏京大学ご企画の鹿児島宇宙空間観測所建股は・予て地iitfl

民の挙げてこ：｝tt’待鼎いたしてい養処でありましたヵ隔本日危

々苑に盛大な起工の式典を挙行せられるに当りまして全住鼠を

代褒し，その喜びをお伝えして，視意を貰したいと存ずる次第

であります、

　さきに一li乍昭和35年の末・大学ご当局におかれてこれが予定

地の一つとして，初めて現地踏査をなされるに至t）ましたが，

当初私どもは，陸の孤島とも申すぺき僻遠の当㌣に，その異瑳

は到底信じ得られなかった次第であります．

　しかるにその後，純学術研究上の本施設としては・当地力濫

適地なる旨凡ゆるご検討の結果を拝丞するに及びまして，心邉

一転梨のご指示のもと微力をいたLて不行届のなかにも、髄

のご協力を申L上げて毒ったのでありまLたが・家年4月正式

決定のこ通報に接して以来，町民等しくこれが意義の亜要牲を

自覚して，希塾に燃え決意を新たにいたして塗ウている処であ

りますが，木日のご盛儀に臨み改めて町民こぞってお挽を申L

上げる次第であります・

　今や人類文化特に科学の進歩は，字宙開発の段階に逓しその

進屈の度は，日に新たたものがあ1）ますが，世界の先進諸国に

伍し，その・一翼を，になわれつつある東京大学に対しましてll，

予て哀心から敬意を表している処でありまして，春日以後この

偉大な学術研究の場に、かかる僻遠にありながら何等かの貢献

をなし得ることを、圃民の一員としてひモかにまた1鋳りとL

ているのが町民の真情であります．

　さらに想をいたしますときに，本町住民は永年に互る辺髄

生活に慣れて時流にうとく，戦後漸く童翫を昂冶っっ徐々に産

業文化の進展を見つつあるとは申しながら，今尚後進の域を壁

し得ないものがあり，今日戴に近代科学の殿堂が建設されます

ことは凡ゆる意味におきまして，町民の覚醗を促すに充分であ

り同時にまた，介後鱒民縄済に及ぼす影騒の少なからぬこと、

就中淘に不遜な構想とも存じ裏す汎‡施設を中心として当箆

の襯光開発の契紬が得られ，延いては，価棚二乏しい大隅半蕗

観光事業発展の一助ともなることを期待いたす次錦であります．

　とまれ，本町町民は町政史上長く記愈すべきこの意羨灘淳
宙空間簸測所の当地建股を心から歓迎申し上げ，本日のこ聾真

には全戸一一斉国誠をかかげてその譲を裏した吹第でありまして1

町兵の徽意をおくみとりいただけaui，洵1こ靴存ず赦衆

あります．

　ホ観測所は，国燦級の規模のものと承りますので．これ縄

設過程には多大のこ阻難の予想される処でもありますが、箇

県は搬開飾町村各位にも1鍛のご援助，ご1幽携晴い
つ轍町・。、tS、ti、t，最畑のご協力を申L上ぐべく諏鰍

これが為の繍騰として，予て，町ド｛有鵠と樋り塵
力会の発会式も本日，後刻開脚運びにいたしてい欲聯

　ります．

　　本曄に満場に満ち融鵬耀する町民の勲紛；づく
し得ませんh：，木琳碑期鱒竣工を切に総拠まL（・

蕪だ簡庫ではありますが，私の視辞といたします．

　　昭和37年2月2日
　　　　　　　　　　　　　内之浦町長　久木元

鹿児島県宇宙空間観測協力会発会式に

　　　おける文部大臣の祝辞

鎌

A．．，H鹿児麟箔空瀬測帥麺幾式騨行さ髄麟

た総セ瀧肥～鎌糠輪・巽師射

力を注いでおります．
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このたびロケット観測の長足の進歩に伴い・東京大学癖児島

郭i窒聞観渕所を設置することとし県当局の絶大なる御支撮を

麺昨殴の鍛起：賦を挙1’i　Vることができ糺規とは・
士ことに餌嗣慶の至りに存じます・
，

ロケット観測ならびにこれに｛sF・うかずかずの実験は陸上・言’學

上，舷空に関する1備をはじめ鰯4－E臨通信モの他水灘lt

瀞加にわたって関係が融1ば絢でなく・輸遇宿舎・
姫卿用務も多く・したがってこの1環矧縫しでト分な成
果をあげるためには，関係客機関団体はもちろんひろく！県民各

位の理解と脇力に待たなけれ｝まならないと患うのであります．

　この意味からこのたび鹿児島県宇宙空Flliue測脇力会が甜、成さ

量t，本目その発会式が挙行されるに至りましたことは，　まこと

1：fJ強い卿でありまして糊測1牒の関儲として皆さまが
たのなみなみならぬ卸熱意と御努力に対し深く敬意を表し，か

っ心から感謝する次第であります・

わたくしは本日の式典を心からお祝いいたしますとともに貴

tl2が継順調に発展して裡憩1嘆の推進に協力され・ひいては

著｛挙思態の笹及と県政の振興とに寄与されることを希望してや

みません・

　昭和37年2月3日
　　　　　　　　　　　　　文部大臣　荒木i・k－’｛f夫

　　　鹿児島県宇宙空闇観測協力会発会式に

　　　　おける会長鹿児島県知事のあいさつ

本日ここに鹿児島県宇宙空間娘測協力会発会式を挙げるに当

り一言沸挨拶申し上げます・

嬬めに辿日おつかれのとこる御臨席下さった東大亀奪長，文部

翁謝系缶位に対し涌く悪鰐申し上げます．

さて東京大学におかれては旦乍日当県内之浦町におし・・て鹿児昼

箔空間観劃所の起工式を盛大にとり行なわれ，いよいよ日木

O字密科学の粋を集めた叢測1菅が延設の郷一歩を踏み出したわ

けであります．

御承知のとおり東京大学では1955年秋田県道川ll摩岸において

ロケフト実験を開始以来潤膀藁地珪超測年における世界観測残擶

」一員として国際的珊究への参加及びモの後の高層字宙研究等

塾々の唐果を那げてこられたわけでありますが，　ロケット披術

罎建は日本涛総岸では，その地理的条件が支障をきたす程に

なり，このたびわが鹿児島県の太平，判i二内之浦町長坪に大羅測

藩を建設されることとなrコた描な次箪であります一

なおこの醐におけるiヨ：仁の科学者各位の非凡の頭耳｝芒はその発

是の碕機は相当におモかったとはいえ，栄，ソに次ぐ琶界弟三

〇aケソ樽交術を世界に噴伝されることとなったわけで日，t｛の

勧鮭に有難く今後の一揖の碑研搬と碑発竪を切にお祈り致す
わけであi）ます，

S：Lth・し，このロケット発射というものは，施没が完備し，

：ケ7トが運擬され君学諸や実験担当員の方々がお出でになれ

i｛蛎…るわけではありますが，それが堰調に発射され観測さまも

硅あには，なお直接，閏接の詣対策が講じられなければなら
拙・と思われるわけであります．

蛾ばロケワトの請水に伴う海上讐備とか，陸上の諸警戒と

2’1気象状況の把握とか，航寮関係への燭知とか，電信電話の

鞄な連繕系続とか，火藁の保存とか，識業表の方々との話し
郁とか，このように堵殴に渉って繁雑な要素が蟄多く介在し
リノ－　，
・’E　“e患われるのであります．

　こOように観測所という点を中心とした波紋が自然に広がっ

τ軟ような円滑さをもって混焦融和したときこそ世界に詩る

vt：濁のロケ7ト実鞍も痛い罎澗i交衛もせい一杯の梵果を表わ
すものと思われます．

．1、ま・ここにお集まりのva・接IYSの皆様がそれぞれ御分担賦く

勢iち火きな仕事になることもあろうし，　ごく小部分になる

助もあるかもしれません．　　　　　　　　　　　　しかしそれは大小に拘らず国際的
儀験の一翼を輝っている日本の科学paの大き撤果に辿
始ものでありますし，また永孟の神紐を秘めた宇宙のヴニー

掛改噸麟でib〈その際擁の縁の下の力持ちとして
Cgf，；力を合せてゆかねばならない親務とも思うわけでありま
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す．そして今後進県という名のもとに置かれている鹿児島票が

これを契機として科学教育に一層の彫みを加え，子供等の夢と

新璽が宇宙高く果しなく拡がってゆくであろう期待をも胸踊ら　　．

せて抱いているような次錦でございます．

　色々それぞれ御繁忙であり，また機関によっては手不足のと

ころも出てくるかとも存じますが，何卒この世紀の大事業の趣

旨を御了解の上よろしく御協力下きいますようお願い致します．

　会長として一言御挨捗に替えさして猴きます，

　　昭和37年2月3日
　　　　　　　　鹿児島眼宇宙空澗観測協力血会長

　　　　　　　　　　　　鹿児島県知享，二　寺　國　勝　志

　　　　　鹿児島県宇宙空間観測協力会会則

（名　称）

第1条　本会は，鹿児1；み県宇宙空聞捌測協力公と称する．

σ1嚇所）

第2条　木会の螂務所を鹿児島市山下町68番地鹿児烏県庁内に
　置く．

（目　的）

第3灸　本会は，宇宙物理研究のためのロケット魍測及びこれ

　に関連した突験が円滑に行なわれるために，関係諸機開が運

　絡協調し協力することを目的とする．
（組　繰）

第4条　木会は，ロケット疲測及びこれに関巡した実験に関係

　ある諸宮公署，団体，圭裡等の代表考及び関係職員をもつて

　組織する．

　　本会に会長及び副会長を置き，会長には箆児島県知事をも

　ってあて副会長ば金長が指名する．

　　金長は協力会を代表し会務を総理する．

　　副会」乏は，会昆事故あるとき，その職務を代理する．

（会　謎）

第5条　錦3条の目的を達すろため，連維会議を置き必要のつ

　ど会長がこれを招集する．

（幹事会）

第6条　本会の円滑な運営を図るため幹事若干名で組織する幹

　事会を置き，必要のつど，会長がこれを招集する．

　　幹事は，会員を構成する描1関の中から会長が指名する．

（雑　則）

第7条　前各条に定あるほか，本会の運営に関し必要な事項は

　1会錘がそのつど定める，

会　　長

副会長
会　　員
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柳　田　　修

（名称）

第工条

（事務所）

第2条
（目　的）

第3条

内之浦町宇宙空間観測協力会会則

本会は，内之浦町宇宙空間観測協力会と称する．

本会の事務所を内之浦町役場内に置く，

　　　本血は，字宙物理研究のためのロケット捉測及び，こ

　hに開遡した実験が円滑に行なわれるために，関係諸機関が

　遮絡協調し協力することを自的とする．

（SE織）

第4条　本会は，ロケ7ト超測及びこれに関運した実験に関係

　ある諸官公署，厨体．蛮社等の代妾者及び関係職貝をもつて

　組織する．

　　本会に会長及び副会長を躍き，会長には内之浦町憂をもつ

144

生　麗　研　究

　てあて刷会長は会長が控名する・会長は協力会を代幾し会務

　を給醐する．副血畏は、金長の事故あるとき、その職務を代

　理する．

（会議）

第5条　第3条の1ヨ的を達するため、辿絡会識を置き必要のっ

　ど会畏がこれな招集する。

（幹1」f会）

弟6条　本会の円滑な運営を図るため幹事若干名で組織する幹

　事会を置き，必要のつど，会長が招集する．

　幹事は，会員を構成する機関の中から会長が指名する．

（雑則）

第7条　前各条に定めるほか，本会の運営に閾し必要な事項ば

　会長がそのつど定める．
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